
　第30回萩原朔太郎賞受賞者・川口晴美さんの企画
展「世界が魔女の森になるまで　第30回萩原朔太郎
賞受賞者　川口晴美展」を開催。受賞作「やがて魔女
の森になる」や詩作の制作軌跡など、関連資料を交え
て紹介します。
時３月４日㈯～５月21日㈰（水曜・5月9日㈫を除く。5
月3日㈬は開館）
￥５００円（高校生以下、障害者手帳などを持っている
人とその介護者１人は無料）
●関連イベント
　18歳以上は当日有効の展示観覧券が必要です。
❶歴代受賞者座談会
　同時開催の「“詩”をいきる人たちへ―萩原朔太郎賞
歴代受賞作展」との連動企画です。
時３月19日㈰14時
出演＝川口晴美さん（第30回）、小池昌代さん（第18

回）、岡本啓さん（第25回）、和合亮一さん（第27回）
対一般、先着50人
❷作品朗読会～「川口晴美の世界」を読む
時４月23日㈰14時
対一般、先着50人
出演＝川口晴美さん、前橋文学館館長・萩原朔美ほか
❸ワークショップ～「言葉を紡ぐ」エンドレスカードを
作ろう
　稀人舎代表でグラフィックデザイナーの小宮山裕
さんを講師に、開いても開いても永遠に終わらない
不思議なパタパタカードを作成。川口晴美さんも来場
します。
時５月６日㈯、10時～11時30分・13時～14時30分・
15時～16時30分
対一般、先着各20人
申以上の３つは同館へ

　「“詩”をいきるひとたちへ―萩原朔太郎賞歴代受賞
作展」を開催。今回で30回を迎えた萩原朔太郎賞を記
念し、受賞作品30冊と関連資料を展示公開するととも
に歴代受賞者のあゆみを紹介します。会期中は展示
替えもあります。詳しくは同館ホームページをご覧く
ださい。

問 前橋文学館　☎０２７-２３５-８０１１

萩原朔太郎賞
文学館で受賞作品に触れて

●第30回受賞者・川口晴美さんの制作軌跡など紹介　

●朔太郎賞歴代受賞作の世界を感じて　
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　３月11日で東日本大震災発生から12年が経過。
大地震はいつか必ず発生すると考え、市民一人一人
が地震を知り、被害を防ぐための減災対策をしてく
ださい。

•�家具の固定や建物の耐震化など、住まいに関わる
地震対策を実施する
•�地震による火災を防ぐ
ため、揺れを感知して
自動的に電気を止める
感震ブレーカーを設置
する

•�家族や身近な人同士で
非常時の連絡方法や集
合場所・避難場所をあ
らかじめ確認しておく

•�電気や水道などが使えなくなることを考え、最低３
日分の食料と飲料水、携帯型トイレなどを備蓄する
•�自動車はこまめに満タン給油
•�持病のある人は服用している薬、乳幼児のいる人
は紙おむつやミルクを準備しておく
•�指定避難所（小中学校）は、想定できる最大の避難者
数に対応した防災用品の備蓄があるものの、十分と
は限らないため、家庭ごとに備蓄品を準備しておく

•�登録制のメールで気象情報や災害情報を配信。登
録は、下記二次元コードを読み取るか touroku.
maebashi-city@raiden.ktaiwork.jp
を直接入力して空メールを送信してくだ
さい。

　本市では災害時の情報伝達の手段の一つ
として、防災ラジオを販売。避難情報や緊急
地震速報などの緊急情報を、自動起動でお知
らせします。市役所防災危機
管理課やまえばしプラザ元気
21内まえばしCITYエフエム
で購入できます。
￥１台５，０００円

　東日本大震災が発生した３月11日の10時
から、防災ラジオの試験放送を実施。当日は、
ラジオを緊急起動させるためのテスト放送を
します。また、同日14時46分に東日本大震災
の犠牲者を追悼するサイレンが防災行政無線
から流れます。実際の災害と間違わないよう
に注意してください。

本市で想定される活断層地震
　市内に最も大きな被害をもたらすとされる深谷
断層帯による活断層地震では、震度５弱から６強の
揺れによる大きな被害発生が想定されています。

宮城県からのお知らせ
問 宮城県復興支援・伝承課　☎０２２-２１１-２４２４

　東日本大震災で宮城県から離れ、現在も宮城
県外に住んでいる人を対象に広報紙を郵送しま
す。詳しくは問い合わせてください。

地震による被害を減らすポイント

問 防災危機管理課　☎０２７-８９８-５９３５

地震への対策はしていますか
もう一度対策見直して

防災ラジオで情報を発信

❶自宅や職場での対策 ❷自助のための災害備蓄

❹まちの安全ひろメール❸家族や身近な人との話し合い時３月４日㈯～６月４日㈰（水曜・５月
９日㈫を除く。５月3日㈬は開館）

\ 防災ラジオの試験放送を実施 /
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